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①応急手当の意義

①（救命） ②（悪化防止）

③（苦痛の軽減） ④（不安の軽減）



◎その時あなたが何をするかで・・・



応急手当の手順（JRCガイドライン2010より）

０ 傷病者の発見

１ （周囲）の状況の確認

２（意識）の確認

反応の有無を確認。肩を叩きながら、相手の耳元で
「大丈夫ですか？」などと呼びかける。

３（応援）を求める

（119）番に通報。何をどうすればいいのかアドバイス
をもらえる。

極力周りの人を巻き込む。人数は多い方がいい。

（AED）を取りに行ってもらう。119番で言われたこ
とを覚えてもらう。交通整理をしてもらうなど

（二次災害）を防ぐため、周囲の安全を確認



４（呼吸）の確認
（正常な呼吸）かどうかの確認。明らかにおかしな呼
吸は「呼吸無し」と判断する。

５（心肺蘇生）・・胸骨圧迫・（心臓マッサージ）

胸の真ん中に手の付け根を置き、両手を重ねて、肘
をまっすぐ伸ばし、（100回/分）以上の速さで、継続で
きる範囲で（強く圧迫）を繰り返す。

６（人工呼吸）

鼻を押さえ、胸部が膨らむように息を約1秒吹き込む。
胸骨圧迫（30）回毎に（2）回が目安。

感染防止の観点からポケットマスク等を患者の
口に取り付けることが望ましい







＊正常な呼吸がある時，人工呼吸を行う際・・・

（気道確保）

仰向けに寝かせた状態で、片方の手で（額）を押さえ、
もう片方の手で（あご）を上に持ち上げる。

口の中に異物があれば取り除く

＊呼吸がなく，AEDがある時は・・・

（AED・自動体外式除細動器）

傷病者の体が濡れている場合は拭き取る。それ以外
の手順は音声ガイダンスに従う。

＊とにかく119番は繋いだまま！聞け！





保健は（ ）の学問！

知識として頭に入れてるだけで
は全く意味がない！

今回の内容は、自分の生活の
中でどんなところに関わりま
すか？また、生かせますか？

実践


